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改憲問題と安保条約
ー核の時代の公共神学ー

2026年5月30日 第1回定例公開研究会

稲垣久和

公共神学と日本国憲法
• 公共神学は公共圏における三位一体の神の働きを見る。

• 日本国憲法と国民主権論は「国政は国民の厳粛な信託による・・・・」と

あるように社会契約論的な信託理論、すなわち委託者としての神、受託者

としての為政者、受益者としての国民という構造を持つ（ 連載第16回）

国際社会での「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して・・・」とあ

るように「平和をつくりだす者」としての神学的営みが重要 →「リベラ

ルvs保守」の単純化を避けるために

• 今日の改憲論は国連中心よりも日米安保条約の都合に引っ張られ過ぎてい
る
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※ （➡連載第■回）は配信サイト note に公開している連載「公共神学入門」へのリ

ンクを、参照資料として貼ってあります。有料公開していますが、よろしければご購読くだ

さい。

https://note.com/jcec/n/nc6a530276120
https://note.com/jcec/n/nc6a530276120
https://note.com/jcec/n/nc6a530276120
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公共神学と南原繁の政治哲学
• 1946年8月27日の第90帝国議会の貴族院本会議で吉田茂への質問

• 「日本が将来それ（国際連合）に加盟するに際して、これら（自衛

権）の権利と同時に義務をも放棄するのであろうかを伺いたい。か

くて日本は永久にただ他国の善意と信義に依頼して生き延びんとす

るむしろ東洋的諦念主義に陥るおそれはないか。進んで人類の自由

と正義を擁護するがために互いに血と汗の犠牲を払って世界平和の

確立に協力貢献するという積極的理想はかえって放棄せられるので

はないか」（ 連載第28回）

南原の共同体民主主義
• 重ねて言う。そのことは政治上の個人主義を意味するものでは決してない。

著者の立場からは、この場合、個人の自由ないしは意志を尊重するのは、

あくまで共同体の構成員としてである。それは自由主義民主政から「共同

体民主政」への転換でなければならない。国家がその成員の自由を保障し、

それぞれの能力を伸張せしめることこそ、政治社会の担う社会的正義の実

質的内容にほかならない。それ故に、個人の自由にはこの観点から必然に

限界がある。（ 連載28）

• ヨーロッパのキリスト教民主主義との違いは？
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南原の全面講和論と日米安保への反対①

• サンフランシスコ講和条約（1951年9月締結）

• 今回の講和条約は、われわれ国民の死活にかかわる重要な問題を未解決に残して

いると同時に、今後の日本の運命と方向を決定する新たな問題を、これによって

作り出している。われわれは、講和条約に賛したと否とを問わず、まずこれらの

事実を事実として承認しなければならない。( 連載第31回)

• 今回の講和条約において、残された最も重要な根本の問題は、なんといっても、

それが連合国の全部とでなくして、わが国に最も隣接の関係にある新中国・ソ連

などが加盟していないことである。すなわち、われわれ国民のすべてが理想とし

た「全面講和」ではなくして「半面講和」であったことである。

南原の全面講和論と日米安保への反対②

（講和条約で）日本国民の何人もが最後まで望んだ、連合国のすべて

との「全面講和」でなくして、米英等の自由主義諸国との間の「半面

講和」が生まれた。さらに遺憾なことは、日米間の軍事同盟を意味す

る相互の「安全保障条約」が伴い、そのために日本に無制限の再軍備
の道が開かれたことである。ここから「行政協定」による日本全土に

わたる無数の基地の設定、さらに最近にはMSAによる軍事経済援助の

取り決め等、一連の事実がつぎつぎに起ったことは、あまねく国民の

知るごとくである。（1955年）
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https://note.com/preview/n9f387552ab53?prev_access_key=73109252d5d8f717df21c0b3cc065475
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南原の日教組での講演（1953年）
• 「アメリカの最も恐れたものは、日本のファシズムと軍国主義であったは

ずである。しかるに、いまや米国はその再興の危険をあえて冒しても、あ

るいはむしろそれを奨励することになっても、日本の再軍備を公然要求し、

日本をアメリカ国防の第一線としようとしており、否、すでにそうなって

いるのである。

• 現に全国いたるところに構築された幾百の基地はこのことを物語っている

。それは、まさに旧き軍国主義とファシズム精神に復活に通ずる道である

。誰よりもわれわれ日本人自身が、もっともよくそのことを知っている」

東大卒業式総長講演の中で再軍備反対
• 「同じく再軍備問題について、多くの反対の声の揚げられている西ドイツ

において、危機の神学者バルトはいう。『五年間もドイツ人の心から軍国

主義を根絶するように措置して来て、いまになってにわかに、おのれの救

いを再軍備に求めねばならぬことを国民に信じこませるために、あらゆる

種類の政治的論議や、キリスト教的教説までも持ち出すことは、道徳的に

許すべからざることである』と。わが国にあっては、ドイツの場合のごと

き占領下の仮憲法とは異なり、それは新日本の不朽の大典として定めた、

国民の永遠の理想にかかわる問題である」 （1951年）
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カール・バルトの講演
• アメリカの指導を受けている西側の、東側に対する防衛機構の枠内で、ド

イツ再軍備が問題になってきたのである。しかもこれは、連合軍によって

根本的に、また喜びをもって非武装化されたドイツ民族を、同じ連合軍の

希望によって再軍備するというのである。この計画に対して、多かれ少な

かれ断固として反対している人々と並んで、また多くの福音主義キリスト

者が ー実践的な信仰告白の意味で、キリスト者としてその政治的な責任

を自覚的に明確に受けとめてー 反対の声をあげた

（1952年）

岸内閣の60年新安保、
佐藤内閣 の｢核の傘｣(1967年-)

連載第20回

冷戦が終わるとともに、日本国内で9条の意味や有効性に関する議論が活発になり、自衛隊

の国連PKO活動への派遣（1992年）も始まった。これはかつて南原が、国連軍のもとに自

衛隊を位置付けたこととは異なる。それでも国民的合意が形成され国際的役割を果たして

きた。

• ところが、中国やロシアが軍事力を用いて国際秩序を揺さぶるようになると、自民党政

府は、ますます日米同盟を強化して、自衛隊の役割を拡大するという路線を追求してき

た。米国のバイデン大統領と菅義偉首相が日米首脳会談の共同声明で「台湾海峡の平和

と安定の重要性を強調する」（2021年）とし、これを受けて安倍元首相が「台湾有事は
日本有事であり、日米同盟の有事である」と発言して以降
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核の問題の特異性と核抑止論
• 恐怖心のバランスとしての核抑止論

• 「核兵器、核の知識、また核物質が加速して拡散した結果、私たち

は今危うい核の崖淵に立たされている。歴史上発明された中で最悪

の破壊兵器が、危険な者の手に落ちる現実の可能性に直面している。

現在我々がこの脅威に対してとっている対処措置は適切ではない。

核兵器が広く入手可能な現状においては、抑止はますます効果を失

い、危険をますます増加させている」（2008年キッシンジャーらの
「核のない世界」より）

• しかし「大国の威信」としての核への固執がある。

伝統的な正義の戦争論
• およそ戦争は合法的な権威によって布告されねばならない。換言すれば、共同の益に仕

えねばならない。

• およそ戦争は良い意図からなされねばならない。

• 戦争の状態が前よりも良くなるという、良い結果が期待されねばならない。

• あらゆる他の手段が出しつくされた後でなければならない。

• その戦争の手段は、戦争によって克服する悪よりもさらに悪いものであってはならぬ。

ここで「均衡」の原理（手段と目標とは正しい関係にあらねばならない）が重視される。

• 市民と兵士、つまり非戦闘員と戦闘員の区別がなされねばならない。ここで「区別」の

原理が重視される（市民、非武装の者は、別扱いにされ、保護され、この意味で「区

別」されねばならない）。
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｢正義の戦争論｣の破綻
• 「核戦争は、この正義の戦争なるもののすべての条件に矛盾
す るのである。このような戦争が起これば、たとえば敵の正義

毀損に対してそれに釣り合った手段で報復することは不可能で

ある。結局は、全く不均衡な手段によるほかはない。もはや非

戦闘員と軍隊を本当に区別することはできなくなるし、エスカ

レートすれば両方ともいっしょに抹殺されてしまう」（E・H

・テート『平和の神学－キリストの現実からの倫理』  

核の問題と平和の神学
• オランダ改革派教会（NHK）の核武装問題に関する教会討議資料（1979

年）

• 「私たちの社会生活全体、私たちの文化全体は、聖書の告げる、共に生き

る生活の基本的典型とどんなにかけ離れていることであろうか。抑止体系

は、罪によって刻印された人間同士の交わりがゆきついた愚かな姿の「通

常な」典型、あるいは、図式といえるのである」

• 「罪によって刻印された人間同士の交わり」とはいうがしかし「原罪」の
解釈変更まで至っていない。
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｢原罪｣の解釈変更とは何か
• 神はなぜ世界を創造したのか？

• 地球6日間の創造が「はなはだよかった」とはどういう意味か？→「放射能が
落 ち着いた」という意味

• 1945年の原爆発明の人類史上の大きな転換 →「善悪を知る木」のアウグスチヌ

ス以来の「個人主義的な死」の解釈の変更を迫ったこと（  連載⑧｢原罪｣？ 現

代的意味は)

• 「核の平和利用」（1953年）をも含めた人間の生活地平の変更

• 「その木から食べると死ぬ」→ 「文明論的な死」という発想

• 聖書的黙示文学としてのハルマゲドンの公共圏での流布

原発が日本を「戦争できない国」とした

出典：｢原子力資料情報室通信｣ No.381より

15

16

https://note.com/jcec/n/na17df5b50f2c?magazine_key=m55b4b0258bb6&from=membership-magazine
https://note.com/jcec/n/na17df5b50f2c?magazine_key=m55b4b0258bb6&from=membership-magazine
https://note.com/jcec/n/na17df5b50f2c?magazine_key=m55b4b0258bb6&from=membership-magazine
https://note.com/jcec/n/na17df5b50f2c?magazine_key=m55b4b0258bb6&from=membership-magazine
https://note.com/jcec/n/na17df5b50f2c?magazine_key=m55b4b0258bb6&from=membership-magazine
https://note.com/jcec/n/na17df5b50f2c?magazine_key=m55b4b0258bb6&from=membership-magazine
https://note.com/jcec/n/na17df5b50f2c?magazine_key=m55b4b0258bb6&from=membership-magazine


2026/8/6

9

憲法9条の先駆性(To be, or not to be)
• これが世界に誇る日本の宝であり、日本が痛みと苦難を通して得た、

世界に存在し得る高尚な価値が与えられた国だということだ。

• 他国を攻撃しないし、また他国からの攻撃は日本文明を終焉させて

しまう。これが、日本は他国と平和的に共存する、いや共存し得る

唯一の道なのだ。

• しかし、これは大いなる天の恵み以外の何ものでもない。このこと

を先人に感謝し守り抜くべきである。この使命感に生きる時に日本

は世界に輝くであろう。まさに世界に誇る日本神国論である！
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